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 平成２９年度 自己評価書    足立区立弘道小学校 学校長  関根 正弘 

１．総評 
 

(1) 年度初めの学校の状況 【学校の現状及び前年度の成果と課題】 

【学校の現状】 

創立１３９周年を迎え、延べ１万人を超す卒業生を輩出している歴史と伝統のある学校である。学

校全体が落ち着いた雰囲気の中で教育活動が展開されている。健康面・学習面・生活面に配慮を要する児

童に対して全職員が共通理解を図り、組織的に対応していくことができている。教員・職員一人一人が、

全校児童へ積極的に関わり、熱意をもって教育活動にあたっている。学校に対する地域・保護者の期待は

大きく大変協力的である。実践授業研究を軸としたＯＪＴを有効に活用し、さらに個々の専門的な教科の

知識や技能、指導力を高めていく必要がある。 

 

【前年度の成果と課題】 

１ 学力向上 

  目標通過率を国語７５％、算数７５％に設定し、４月の区学力調査では国語８１．０％、算数７８．

２％の通過率で、区の平均を国語３．９ポイント、算数１．０ポイント上回った。個々の様々な記録を基

に課題や伸びを把握し、組織的に指導する体制づくりが構築できている。パワーアップタイムや弘道タ

イムは、全校統一した内容で取り組んだ。月・火・木曜日３０分間以上の放課後補充教室の実施と        

昨年度途中より始めた自主学習ノートを活用した土・日曜日の家庭学習は全校統一の取組ができ、子ども

たちの学習意欲の高まりとともに保護者の理解も得られている。 

 

２ 豊かな人間性の育成 

  達成基準を学校評価項目「自分にはよいところがあると思う」と答える児童７５％以上に設定し、肯定

的な評価８６.７％を得た。にこにこ班（１つの班に１〜６年生までの児童が所属する縦割り班）活動で

は、毎月１回の班遊び、年３回の班給食、１０月に低・中学年遠足とにこにこまつりを実施した。６年生

が班長となり、遊びや行事を通して学年の枠を超えた子どもたちの交流ができた。朝遊びや休み時間、放

課後子ども教室でも他学年と一緒に群れ遊びをしている姿を多く見るようになった。 

 

３ 体力向上 

  達成基準を「運動が好き」と答える児童９０％以上、「外遊びをした」児童８０％以上に設定し、運動が好き

８７．７％、外遊び８９．３％を達成した。人工芝に伴う運動内容の工夫が大きな課題であったが、オリン

ピック・パラリンピック教育の推進と併せてボールや運動器具を整備することができ、運動に親しめる環

境の確保ができた。弘道の森や池の再生プロジェクトを立ち上げ順調に整備が進んでいる。行事や運動旬

間ごとに個人体力カードを活用して年間を通した体力向上の取組ができ、自己の運動記録に挑戦する意欲

を高めることができた。 
 
 
 

(2) 今年度の重点目標とそれに向けた取組みの概要 

重点的な取組事項－１ 確かな学力の向上 

○朝学習、授業、放課後教室の系統的で効果的な内容と運用 

○小・小連携と校内研究による教師の授業改善、足立スタンダードの徹底 

○毎日の家庭学習の徹底と自主学習及び読書活動の推進 

 

重点的な取組事項－２ 豊かな人間性の育成 

○にこにこ班（縦割り班）活動の充実 

○幼稚園・保育園・中学校・高等学校・ＰＴＡ・地域との交流 

○学びに向かう力・人間性等の育成 

重点的な取組事項－３ 健康の増進・体力の向上 
○外遊びの奨励と休み時間の確保 

○年間を通した体力向上の取組 

○自己の運動記録に挑戦する意欲の高揚 
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(3) 今年度の成果と次年度に向けた課題及び解決の方向性 

重点的な取組事項－１ 確かな学力の向上 
 ○平成２９年度の区学力調査の通過率は国語８７．７％、算数８３．１％となり、区平均を国語は５．０

ポイント、算数は１．５ポイント上回った。 
○漢字・読解・言語事項、計算・文章問題の定着度テストを毎週火曜日・金曜日の朝、金曜日の５校時に
実施してきた。また、毎週実施の単元末の評価テストや定着度テストにおいて、８０％未満は放課後補
充教室で再テスト及び個別指導を行った。 

 ○年間６回の小・小連携研究協議会を実施し、校内研究では全１２学級の理科・生活科の公開授業と、
低学年の４学級の図画工作科の公開授業を行った。また、全教諭が専門とする教科の公開授業を校内
研究とは別に行った。その際、学年主任や教科主任による指導案の検討・指導、管理職による授業観
察と事後指導を併せて行った。 

 ○家庭学習を推進するため、平日に担任が与える１０分間×学年の課題学習を全校統一で実施した。休日
に自主学習ノートを活用した家庭学習１日×２ページを全学年の児童に課した。テストやプリント直し
の青ペン百点の徹底も行った。 

○読書活動の推進のために、各学年の読破目標を設定し、常に手元に読みかけの本を携帯させた。目標達
成の児童は、表彰カードを掲示して読書意欲を高めた。  

 ○１２月に行った再学力調査では、国語の通過率が８０．８％、算数の通過率は、８０．０％となった。
今年度、東京都教育員会持続可能な社会づくりに向けた教育推進校の指定を受け、資質・能力を養うこ
とに力を入れて取り組んだ結果、目標とする８０％を上回ることができた。算数については、数学的な
考え方を伸ばすために、計算練習を中心としたテストだけでなく、立式や考え方を表現する問題にもさ
らに取り組んでいく必要がある。国語については、読む能力を伸ばすために、今まで以上に読書環境の
整備を行う必要がある。 

 ○コミュニティ・スクール事業で、弘道の森・池の再生プロジェクトを立ち上げ２年目となり、整備も一
層進み、児童が活用するようになっている。理科・生活科や総合的な学習の時間、特別活動などの学習
で、樹木のネームプレートや観察池を活用できるようになり、都会にある学校でも自然から学べる環境
が整い始めた。 

○今年度から東京都「緑の尐年団」として環境保全に取り組むようになり、今まで以上に自然への興味関
心が高まるとともに、自然保護について考えるようになった。 

 

重点的な取組事項－２ 豊かな人間性の育成 

○１つの班に１～６年生までの児童が所属する縦割り班を編成した。６年生が班長で、毎月１回の縦割り

班遊びや、年３回の縦割り班給食、縦割り班での弘道まつりを実施した。事前に縦割り班会議をもち、

遊びや行事の計画・準備を児童主体で行った。 

○園児を運動会・音楽会等に招待した。１年生と園児の授業体験や給食体験を年２回実施した。中学生の

職場体験生徒との交流や、高校生による夏季休業中の奉仕活動の機会をつくり、児童と交流させた。 

○授業や学校行事が終えた後は、必ず振り返りを行い、季節ごとの俳句、活躍を讃える川柳作品作りに取

り組んだ。また、児童の作品は全校一斉に掲示し、互いに鑑賞し合う場を設けて認め合う心の醸成を図

る一助ができた。各学級の代表作品は、職員室前に掲示した。 
 
重点的な取組事項－３ 健康の増進・体力の向上 
○休み時間に避難訓練などの学校行事を実施した際には、必ず代替の時間を設定し、遊びや運動の時間を

確保した。朝遊び１５分間、中休み２０分間、昼休み２０分間を年間通して確保できた。 

○雨が降っていなければ、校庭が濡れていても水たまりができない人工芝なので外遊びをさせた。 

○雪の日は、外遊びの時間を臨時的に設定し、人工芝の校庭で十分に遊ばせた。 

○運動が好きと答えた児童は８９．６％、外遊びをしている児童は７８．１％を達成した。 

○休み時間にできる運動や遊びの紹介を体育朝会で行った。季節や行事に合わせた各種運動旬間を設定し

て全校で取り組んだ。区主催のスポーツ大会参加に向けて、高学年希望者の練習指導を行い、様々な運

動の機会を提供した。 

○体力テスト・水泳・持久走・縄跳び等の個人記録を６年間蓄積記録した体力カードを継続活用し、個人

の体力向上への意識付けを図った。学校最高記録（弘道ギネス）を職員室前に掲示したり、行事や運動

旬間ごとに学校記録を掲示したりして、運動に向かう意欲を高めた。 
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(4) 保護者や地域へのメッセージ 

 
○今年度より「東京都教育委員会持続可能な社会づくりに向けた教育推進校」として研究を進めた。今年度
は、「見方・考え方を働かせて資質・能力を養う理科・生活科学習 ～観る・考える・つなげる学習を通
して～」を研究主題に据え、児童の資質・能力の向上に取り組んできた。資質･能力を養うために、主体
的・対話的で深い学びの視点での授業改善を追究し、自ら問題解決の活動ができる児童の育成に努めた。 

 また、教員の授業力向上策の一つとして、本校の研究成果を冊子「見方・考え方に基づいた予想される子
どもの反応例集」としてまとめ、子どもが働かせる見方・考え方を全国に先駆けて情報発信を行うことが
できた。これからも授業力向上に努め、児童の資質・能力の育成を図る。 

 
○今年度も、放課後補充教室を毎週３回（月・火・木曜日 ３０分～４５分）実施した。担任から出される
毎日の課題を基にしたワークテストを実施し、その結果が本校の目標値８０％に満たない児童に対して、
基礎的・基本的な内容を個別指導し、基礎学力の定着が図れた。朝学習では漢字と計算を中心とした重点
的な学習に取り組ませることができた。また、金曜日５校時を弘道タイムとし、国語と算数の弱点克服を
目的とし課題解決にあたった。今年度は特につまずきの多い算数について重点的に指導を行った。具体的
には、尐数・分数の計算や、体積・面積、量と比例などの問題を中心に系統的な指導を行うことができ
た。いっそうの学力定着を図るためには、家庭学習も重要であり、自主学習ノートの活用など、ご家庭で
のご協力もお願いしたい。 

 
○豊かな人間性の育成を目指し、取り組んできたものに縦割り班（にこにこ班）活動が挙げられる。活動を
通して、互いを思いやる気持ちや大切に思う気持ちを深めることができた。にこにこ班まつりでは、活動
の発表の場として、保護者・地域の皆様にも参観いただき、高い評価を得たことで、児童の成就感・達成
感を高めることにつながった。今後も、ＰＴＡ・開かれた学校づくり協議会・学校運営委員会、関係諸機
関の協力を得ながら、全教育活動を通して豊かな人間性を育てる指導を継続していく。 

 

○人工芝の校庭において、登校直後から朝遊びの時間（８時からの１５分間）を設定し、走ったり転がった
り人工芝の特性を生かした遊びを実施し、運動への興味関心を高めると共に体力向上を目指すことができ
た。また、学校最高記録（弘道ギネス）を示すことで、運動への意欲が喚起され、記録への挑戦を目指す
児童が増加した。さらに運動能力向上とクラスの団結力を高めるために持久走大会や長なわ大会を保護
者・地域の協力のもと実施することができた。今後も様々な運動の機会を増やしていく。特に、跳ぶ力・
投げる力・持久力に対しては、昨年度に引き続き、重点的な指導を行っていく。さらに体力向上を目指す
だけでなく、心身共に健康な児童の育成を推進していく。 
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２．平成２９年度の重点的な取組事項   

＜達成度 ◎:十分に達成    ○:おおむね達成    △:達成せず    ●:課題が残る＞ 
 

重点的な取組事項－１ 学力向上  

今年度の成果目標 達成基準 実施結果 コメント・課題 達成度 

文章を書く力、文章を読み取る力、計

算力、文章問題を解く力の育成 

区学力調査での

目標通過率 

（学校平均）を 

国語８０％、 

算数８０％ 

平成２９年度

区学力調査の

通過率は、 

国語 

８７.７％、 

算数 

８３.１％ 

となり、 

区平均を 

国語 

５.２ﾎﾟｲﾝﾄ、 

算数 

１.５ﾎﾟｲﾝﾄ 

上回った。 

 

１２月に行った再学力

調査でも、国語の通過

率が８２．２％と目標

値を２．２ポイント、

算数の通過率は、８０．

６％と目標値を０．６

ポイントと上回るなど

年間を通じて８０％の

通過率を維持した。 

しかし、時間内に解答

したり、問題の意図を

素早く問題文から読み

取ったりするなどテス

ト形式の解答に慣れさ

せ、得点力を上げる時

間が十分に確保できな

かった。今後、国語・

算数ともに、さらなる

資質・能力を養うため

に、自ら問題解決がで

きる児童の育成に取り

組むことが課題であ

る。 

 

◎ 

 

 

目標実現に 

向けた取組み 
達成基準 具体的な方策 実施結果 コメント・課題 達成度 

朝学習、授業、放
課後教室の系統
的で効果的な内
容と運用 

毎週火・金曜日
の朝、金曜日５
校時に定着度
テスト、月・
火・木曜日の放
課後に補習。 

漢字・読解・言語事
項、計算・文章問題
の定着度テストを
毎週実施し、８０％
未満は放課後補充
教室で再テスト及
び個別指導 

定着度テストを

毎週火曜日・金

曜日の朝、実施

した。金曜日の

５校時は国語、

算数の課題につ

いて定着する学

習を行った。単

元末の評価テス

トや定着度テス

トにおいて、８

０％未満の児童

は、放課後補充

教室で再テスト

及び個別指導を

行った。 

 

放課後補充教室など、

補充学習の場を計画

的・継続的に全校体制

で設定することや、再

テストを定期的に実

施することで、基礎学

力の定着を図る努力

を重ねることができ

た。 

計算や文章問題だけ

でなく、立式の考え方

を書き表す問題にも

取り組み、自ら問題解

決ができる児童の育

成に取り組むことが

課題である。 

◎ 
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目標実現に 

向けた取組み 
達成基準 具体的な方策 実施結果 コメント・課題 達成度 

小・小連携と校内
研究による教師
の授業改善、足立
スタンダードの
徹底 

年間６回の小
小連携研究、全
学級の理科・生
活科研究授業
と各専門教科
公開授業。 

本校３回、足立小３
回の連携研究会、
専門教科の公開授
業と校内研究授
業、管理職による
指導案指導、授業
観察、事後指導。 

全学級、理科・

生活科・図画工

作科の公開授業

を行った。 

また、それ以外

にも各教員が専

門とする教科の

公開授業を全教

員が年２回行っ

た。 

全学級担任と専科に

よる研究授業は事前

授業を含め４５回の

公開を行った。また、

連携校での研究授業

にも参加し、指導力の

向上に努めた。 

足立スタンダードに

準拠した指導案の作

成を行った。 

 

◎ 

毎日の家庭学習
の徹底と自主学
習および読書活
動の推進 

平日の課題学
習、休日の自主
学習ノート１
日２ページ、年
間読書目標８
０％以上達成。 

平日与える漢字と
計算の課題と休日
の自主学習、青ペ
ン百点が取れるま
で確実な間違え直
し、常に手元に読
みかけの本を携
帯。 

家庭学習を推進

するため、１０

分間×学年の課

題学習の設定、

テストやプリン

ト直しの徹底を

図ることができ

た。平日・休日

の家庭学習をし

てきた児童は７

５．８％となっ

た。 

読書について

は、読書旬間後

に読書調査を行

った。また読書

の達成状況を職

員室前の廊下に

掲示した。 

読書名人は、 

４２．２％、 

読書達人は、 

３７．３％ 

であった。 

全ての学年で、音読・

漢字・計算の課題学習

を行った。学年に応じ

て時間を設定するこ

とを年度当初に保護

者に伝えることで、家

庭との連携を図った。 

年間の読書目標につ

いては、読書名人とし

て、低学年１００冊。

中学年５０００ペー

ジ。高学年６０００ペ

ージ。読書達人とし

て、低学年１５０冊。

中学年７０００ペー

ジ。高学年１００００

ページ読破を目標と

して設定した。個人で

の目標と共に、学年や

学校全体での共通目

標を設定することで

さらに意欲的に読書

を行うようになった。 

読書調査については、

読書旬間後、児童全員

が読書をしている結

果が出た。また、児童

一人一人のおすすめ

の本を紹介するカー

ドを掲示した。 

 

○ 
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重点的な取組事項－２ 豊かな人間性の育成 

今年度の成果目標 達成基準 実施結果 コメント・課題 達成度 

人との関わりを通して思いや
りの心と責任感の育成 
 
自尊心、自己肯定感の醸成 

「自分にはよい
ところがあると
思う」と答える
児童８０％以上 
 

「自分にはよいところ

があると思う」と肯定

的な評価９２．５％を

得た。 

その他「学校に行くの

が楽しい」９２．３％、

「大人になった時の夢

や目標がある」８７．

８％と肯定的な回答の

割合が区平均をすべて

上回っている。 

主体的・対話的で深い

学びの実現に向けた授

業改善を研究してきた

ことにより、学びに向

かう力や人間性等の涵

養が全教科・領域での

授業を通して着実に図

れ、子どもの姿で表出

することができた。 

◎ 

 
 
 

目標実現に 

向けた取組 
達成基準 具体的な方策 実施結果 コメント・課題 達成度 

にこにこ班（縦
割り班）活動の
充実 

毎月１回の縦割
り班遊び、年３
回の班給食、１
０月に低・中学
年遠足と、にこ
にこまつりの実
施 

１つの班に１～６
年生までの児童が
所属する縦割り班
を編成、６年生が班
長となり７回の班
長会議で計画準備
した遊びや行事を
通して異学年との
交流 

毎月１回の縦割

り班遊び、年３

回の縦割り班給

食を実施するこ

とができた。 

低学年・中学年

遠足は、１０月

に実施できた。 

１１月に、にこ

にこまつりを児

童が中心となっ

て実施すること

ができた。 

 

班をまとめる６年生は

責任感を強くもつこと

ができた。上学年は、

下学年に対して思いや

りをもって接すること

の大切さと、その難し

さを知ることができ

た。下学年は、上学年

に対して尊敬する心が

育ち、さらに将来への

展望をもつことができ

た。今後も縦のつなが

りを大切にした活動の

場面を設定していく。 

◎ 

幼稚園・保育
園・中学校・高
等学校・ＰＴ
Ａ・地域との交
流 

園児を学校行事
に招待２回、
幼・保・中・高
との交流会４
回、ＰＴＡ・地
域行事の参加 

園児を運動会・音楽
会への招待、１年
生と園児の授業・
給食体験、職場体
験生徒との交流、
高校生の奉仕活動 

幼稚園・保育園と

の連携は、各園の

協力もあり、有意

義に実施できた。

中学生と６年生

との交流、高校生

の奉仕活動も予

定通り実施でき

た。 

交流活動を通して思い

やりや責任感を育成す

ることができた。それ

ぞれの交流活動は念入

りに計画を立て、担当

者と細部を詰め、実施

できた。人との関わり

の取組は今後とも積極

的に継続していく。 

○ 
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目標実現に 

向けた取組 
達成基準 具体的な方策 実施結果 コメント・課題 達成度 

学びに向かう
力・人間性等の
育成 

学習や生活での
振り返り活動を
全授業・行事等
で実施、標語や
俳句、川柳づく
りを全学年実施 

めあてや解決の見
通し、結果の振り
返りを重視した教
育活動、人権標語、
季節ごとの俳句、
活躍を讃える川柳
作品を廊下に掲示 

学級や一人一人

のめあてを適切

かつ明確に設定

することで、そ

の達成に向けて

意欲的・積極的

に学びに向かわ

せることができ

た。 

また、授業や行

事の後、振り返

りを行い、次へ

の課題を明確に

することができ

た。 

意図的に振り返

りの時間を設定

し、褒め合い、

認め合うことで

自他の良さに気

付かせるととも

に、自己肯定感

の醸成につなげ

ることができ

た。 

人権標語は全員

が取り組んだ。

川柳も、運動会

と音楽会時に実

施した。 

 

 

 

個人のめあて設定にあ

たっては、個々の現状

に応じた設定が必要で

あり、個々の現状把握

とその分析が課題であ

る。個に応じためあて

設定は、学びに向かう

力の育成には不可欠で

あり、これからも、適

切なめあての設定を継

続して指導していく。 

授業や行事の後に、十

分な振り返りを行うこ

とが、次への大切なス

テップとなる。よって

振り返りの方法につい

て検討することが今後

の課題である。 

自尊心や自己肯定感の

醸成に向けて、授業や

行事の中で、意図して

振り返りの時間を設定

し、指導にあたること

が課題である。 

人権標語は、いじめを

なくす意義ある取組だ

った。今後も、ＰＴＡ・

開かれた学校づくり協

議会、関係諸機関の協

力を得ながら、全教育

活動を通して豊かな人

間性を育てる指導を継

続していく。 

◎ 

 

 

 

重点的な取組事項－３ 健康増進・体力向上 

今年度の成果目標 達成基準 実施結果 コメント・課題 達成度 

心身ともに健康な子どもの育
成 

運動が好きと答
える児童８５％
以上、外遊びをし
た児童９５％以
上 

運動が好きと答えた

児童は８９.６％ 

外遊びをした児童は

７８.１％となった。 

「外遊び」は好きであ

り、「運動」への関心も

高く、興味をもって取り

組む児童が多い。 

校庭が人工芝であるた

め、けがをしにくい環境

である。 

今後も、具体的な取り組

みを通して、児童の運動

好きを増やしていきた

い。 

○ 
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目標実現に 

向けた取組 
達成基準 具体的な方策 実施結果 コメント・課題 達成度 

外遊びの奨励と
休み時間の確保 

雨天時以外の朝
遊びと休み時間
に外遊びをした
児童９５％以
上、休み時間カ
ットゼロ。 

朝遊びは、８時から
１５分間、中休み
は、２０分間、昼
休みは２０分間の
確保。にこにこ
山・弘道の森・ビ
オトープ・池・遊
具の整備。 

年間を通して、達

成基準をクリア

し、十分な遊びや

運動時間の確保

ができた。 

弘道の森や池の

整備を昨年に引

き続き進めるこ

とができた。 

人工芝の特性を生か

し、体育学習が安全

にけがなく実施され

た。また、雨の後に

水たまりができない

ので、外遊びを十分

に行わせる事ができ

た。同様に雪の日も

外遊びを実施するこ

とができた。 

弘道の森に枯葉を集

め、低学年を中心に

枯葉の中で遊ぶこと

ができた。教材池の

水生植物や魚を観察

しながら遊んでい

た。 

○ 

年間を通した体
力向上の取組 

弘道サーキット
の改善、体育朝
会６回、弘道運
動の活用、区主
催のスポーツ大
会すべて参加。 

休み時間にできる
運動や遊びの紹介、
季節や行事に合わ
せた各種運動旬間
の設定、高学年希望
者の練習指導と大
会参加 

様々な運動を行

う機会を提供す

るため、区主催の

スポーツ大会に

参加することが

できた。また、体

育集会として、休

み時間にできる

運動や遊びの紹

介、季節や行事に

合わせた各種運

動旬間を設定し、

体力向上に努め

ることができた。 

 

５月、２月には長な

わ大会、９月には校

内水泳記録会、１２

月には持久走大会、

１月には短なわ検定

を実施することがで

きた。 

長なわ大会の取組で

は、区の目標回数を

半数以上のクラスが

達成できている。 

持久走大会では、コ

ースを荒川河川敷と

し、保護者・地域の

声援のもと、児童同

士も応援する中で、

児童を走らせること

ができた 

◎ 

自己の運動記録
に挑戦する意欲
の高揚 

全児童が年間を
通した個人の体
力カード活用、
行事や運動旬間
ごとに学校記録
の更新 

体力テスト・水泳・
持久走・短なわ跳
び・長なわ跳び等の
個人記録を６年間
蓄積、学校最高記録
（弘道ギネス）を昇
降口に掲示 

個人の記録を６

年間記入できる

体力カードを活

用し、体力向上へ

の意識付けを図

った。また、行事

や運動旬間ごと

に学校記録を掲

示し、取組への意

欲を高めた。 

体力調査の結果やな

わ跳びなどの個人記

録は、体力カードに

記入することで、自

分の記録を高めよう

と意識付けることが

できた。弘道ギネス

として、長なわや持

久走の記録を掲示し

て、意欲を高めるこ

とができた。 

◎ 
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３．学校活動全般について 
 
今年度も「知・徳・体」の調和がとれた児童の育成を目指して教育活動を推進してきた。また今年度

から２年継続して東京都教育委員会持続可能な社会づくりに向けた教育推進校として、「見方・考え方
を働かせて資質・能力を養う理科・生活科学習 ～観る・考える・つなげる活動を通して～」を研究主
題として取り組み、見方・考え方に基づいた授業を提案し、児童の資質・能力の向上に努めてきた。 
課外活動では、吹奏楽部は各種大会に積極的に出場し、実力を培ってきた。また、地域のお祭りなど

にも参加し地域貢献も果たした。水泳、陸上、バスケットボール、サッカーなどは、シーズンになると
有志児童によるチームが結成され、教員が早朝練習、放課後練習を実施し、区内でも高成績を残してい
る。また、百人一首大会、環境かるた大会等にも参加し、文化面・運動面ともに、児童に多様な活躍の
場を設定し、一人一人の可能性を広げる教育活動を展開している。 
新１年生が小学校生活に早く慣れるようにするために、幼・保・小の連携を深めている。今年度も、

幼稚園と保育園が合同で、給食をはじめとした小学校生活体験をしたり、授業の体験をしたりして、園
児・保護者が早く本校になじめるよう工夫している。 
教員の研修として、足立小学校との小・小連携研究協議会を行った。年間６回、協働して研究を行っ

たことは、本校教員の授業力向上につながっている。 
今後も、保護者や地域の方々から温かいご支援・ご協力をいただきながら、家庭・地域の皆様から信

頼される教員を育てていきたい。また、地域での子どもたちの生活について、家庭・地域とより一層の
連携を図り、皆様の期待に応えられる教育を提供できる学校にしていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


